
　
灌
水
は
少
量
ず
つ
回
数
で
調
整
し
て

く
だ
さ
い
。
発
根
剤
の
こ
ま
め
な
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
果
実
肥
大
が
始
ま
っ
た
ら
灌
水
量
を

徐
々
に
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。
温
度
管

理
は
、
夕
方
は
蒸
し
込
ま
ず
夜
間
は
９

〜
10
℃
で
冷
や
す
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
追
肥
は
果
実
肥
大
が
開
始
し
た

頃
よ
り
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
づ
る
の
下
位
４
〜
５
節
（
地
面
か

ら
30
㎝
）
の
脇
芽
は
早
め
に
除
去
、
主

枝
摘
心
ま
で
に
は
下
葉
５
〜
６
枚
も
除

去
し
て
く
だ
さ
い
。
主
枝
摘
心
は
胸
か

ら
目
の
高
さ
の
間
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

脇
芽
除
去
・
摘
芯
後
に
は
防
除
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
11
月
は
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
加
温

機
の
稼
働
が
不
規
則
で
す
。
そ
の
た
め

夜
間
の
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
が
高
く
な
り

や
す
く
、
ベ
ト
病
や
菌
核
病
が
発
病
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
予
防
中
心
の
防
除

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス

が
閉
め
こ
ま
れ
る
前
に
、
ハ
ウ
ス
内
の

害
虫
も
徹
底
し
て
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

黄
化
え
そ
病
（
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
）
の
媒
介
で

あ
る
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防

除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
、
ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ
の
発
生
も
散
見
さ

れ
る
た
め
同
じ
く
防
除
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
株
養
成
期
間
も
終
盤
と
な
り
切
り
返

し
、
０
番
出
荷
開
始
時
期
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
び
病
の
発
生
も
ま
だ
考
え

ら
れ
る
時
期
で
す
の
で
、
継
続
的
な
防

除
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
期
は
急
な
気
温
の
変
動
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、
前
持
っ
た
資
材
等
の
準

備
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
前
後
に
は
必
ず
ス
リ

ッ
プ
ス
の
薬
剤
散
布
を
徹
底
す
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
フ
ァ
イ
ン

セ
ー
ブ
・
グ
レ
ー
シ
ア
・
デ
ィ
ア
ナ
等
）

　
低
温
期
に
入
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
を
閉

め
切
る
時
間
が
多
く
な
り
、
病
気
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
循
環
扇
、
ダ
ク

ト
送
風
、
こ
ま
め
な
ハ
ウ
ス
開
閉
等
で

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
調
整
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
同
時
に
、
農
薬
散
布
に
よ
る
予

防
も
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
病
気
発
生

後
で
は
進
行
が
止
ま
り
に
く
く
な
り
ま

す
の
で
、
予
防
を
基
本
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

　
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
・
ト
マ
ト
キ
バ
ガ
に
関

し
ま
し
て
も
、
継
続
し
た
防
除
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
照
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

発
根
剤
な
ど
を
用
い
て
根
の
活
着
を
促

進
し
、
年
内
の
株
作
り
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。
う
ど
ん
こ
病
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
、

ダ
ニ
が
蔓
延
し
な
い
様
に
観
察
を
良
く

行
い
、
早
期
防
除
を
徹
底
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
収
穫
後
の
草
刈
り
や
礼
肥
・
堆
肥
の

施
用
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
中
耕

や
深
耕
に
よ
り
土
壌
の
物
理
性
を
改
善

す
る
こ
と
で
、
根
群
の
発
生
と
力
を
維

持
し
、
樹
の
老
化
防
止
と
収
量
引
き
上

げ
、
品
質
向
上
等
が
図
れ
ま
す
。

※
堆
肥
等
の
施
用
（
元
肥
）
を
す
る
際
は
、

土
壌
診
断
を
実
施
し
、
診
断
結
果
を
元

に
施
肥
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
果
実
肥
大
を
促
進
及
び
す
上
が
り
防

止
の
た
め
に
、
11
月
い
っ
ぱ
い
は
、
た

っ
ぷ
り
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
土
壌
の
乾
燥
防
止
・
細
根
の
発
生

促
進
の
為
に
、
敷
き
ワ
ラ
を
行
う
こ
と

も
効
果
的
で
す
。
ハ
ダ
ニ
に
つ
い
て
は
、

ビ
ニ
ー
ル
被
覆
前
に
発
生
状
況
を
確
認

し
、
防
除
を
行
っ
て
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
被

覆
を
行
い
、
収
穫
間
際
や
収
穫
中
の
発

生
が
な
い
よ
う
防
除
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
果
実
肥
大
期
も
終
盤
に
な
り
果
実
の

肥
大
に
よ
る
下
垂
枝
に
つ
い
て
は
、
枝

つ
り
を
行
い
、
樹
勢
低
下
・
褐
色
腐
敗

病
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

農
産
園
芸
部
門

ハ
ウ
ス
胡
瓜

に
ら

ト
マ
ト
類

ぶ
ど
う

き
ん
か
ん

イ
チ
ゴ

農
営

ル
ファ
イ

農
作
業
メ
モ

児
湯
郡
市

子
牛
品
評
会

10月期

　10月10日、児湯・西都地区肉牛連絡協議会は、第38回児湯・西都地区肉牛枝肉共進会をミヤ
チク都農工場で開きました。生産者の意欲向上やブランド力向上を目的としており、肉の赤身
の色艶や脂肪の入り方などを入念に審査しました。尾鈴からは都農町上苽生地区の黒木誠さん
の出品した枝肉が優良賞２席に輝きました。血統、枝肉重量、BMSナンバーは次のとおりです。
●血統：父・耕富士、母の父・勝平正、母の祖父・福之国
　枝肉重量：479.2㎏　BMSナンバー：12

第38回児湯・西都地区肉牛枝肉共進会／優良賞２席に黒木誠さん

表彰される黒木さん

45

大山裕治さん「やすふく４」 黒木靖富さん「まさみ」

大山裕治さん２度目のＧチャンピオン

黒木 靖富（都農、まさみ、白隆鵬、福晴茂、勝平正）

大山 裕治（川南、やすふく４、孔明桜、安福久、忠富士）グランドチャンピオン

優等賞

　10月３日・４日の２日間、宮崎県畜産振興協議会は、
第66回宮崎県畜産共進会「肉用種種牛の部」を都城地域
家畜市場で開き、県内の各ＪＡ地区本部計７団体から第
１類（生後12ヶ月以上17ヶ月未満）に21頭、第２類（生
後17ヶ月以上22ヶ月未満）に20頭、第３類（生後12ヶ月
以上22ヶ月未満）に21頭７組の合計62頭が出品されまし
た。尾鈴からは第１類に１頭、第２類と３類に各２頭が
出品され、第２類で都農町・黒木秀治さんの「まさき41」
が首席に輝きました。
　来年は「プレ全共」と称し、９月に都城地域家畜市場
で開催されます。令和９年８月に北海道で行われる第13
回全国和牛能力共進会まで毎年開催される予定です。
　管内の代表牛の結果やその他の表彰は以下の通りです。

●第１類…１等＝大山 裕治（川南）「ゆうな３の２」
●第２類…首席＝黒木 秀治（都農）「まさき41」
　　　　　１等＝長友 良昭（都農）「まさき71」
●第３類…１等＝三輪 芳幸（都農）「さくらひめ」
　　　　　　　　菊池 敬典（川南）「とも６」
●団体賞＝児湯家畜市場運営部　第２位
●畜産功労賞＝甲斐 栄

第66回県畜産共進会肉用種種牛の部／２類首席に黒木秀治さん

第２類の首席に輝いた黒木秀治さん「まさき41」 表彰される甲斐栄さん

11
月
号

　９月30日、児湯家畜市場運営部は、10月期郡
市子牛品評会を新富町の児湯地域家畜市場で開き
ました。児湯郡管内および西都市から選抜された
31頭が出品され、厳正な審査の結果、川南町の
大山裕治さんの子牛「やすふく４」がグランドチ
ャンピオンに輝きました。血統は、父「孔明桜」、
母の父「安福久」、母の祖父「忠富士」で、2024
年11月30日生まれ。
　全国和牛登録協会宮崎県支部は「全体的に発育
良好で体の伸び、背腰の幅、尻の幅に富んでおり、
体積豊なものが多かった。中でもグランドチャン

ピオン牛は輪郭鮮明で、前軀から後軀にかけての
移行が素晴らしかった」と高く評価しました。
　２度目のグランドチャンピオンに輝き、引手を
務めた大山伸哉さんは「牛の調教の仕方などを学
び、今回の品評会で活かすことができた」と話し
ました。また、「第66回宮崎県畜産共進会肉用種
種牛の部」第１類の児湯郡代表牛にも選ばれてお
り、「第１類の首席になれるように頑張りたい」
と意気込みを話しました。
　その他の入賞者、地区、子牛の名前、血統は次
のとおりです。


